
２００６年３月期 第３四半期

ＳＢＩ ホールディングス株式会社

イー・トレード証券株式会社
ＳＢＩ 証券株式会社

ファイナンス・オール株式会社
ＳＢＩ パートナーズ株式会社

本資料に掲載されている事項は、ＳＢＩホールディングス株式会社、イー・トレード証券株式会社、ＳＢＩ証券株式会社、ファイナンス・オール株式会社およ
びＳＢＩパートナーズ株式会社のご案内等のほか、各社の事業戦略等に関する情報の提供を目的としたものであり、各社の発行する株式その他の有価
証券への投資の勧誘を目的としたものではありません。なお、各社は、本資料に含まれた情報の完全性及び事業戦略など将来にかかる部分については
保証するものではありません。また、本資料の内容は予告なしに変更又は廃止される場合がありますので、あらかじめご承知おきください。

２００６年１月３０日

合同決算説明会



（１）連結決算業績



連結決算業績のハイライト

① 全セグメントが極めて好調に推移した結果、第３四半期までで
過去最高だった前通期の売上高、営業利益、経常利益、及び
当期純利益の全てを上回った。

② 売上高は初めて1,000億円を突破し、経常利益は前年同期から
倍増の約400億円に迫る。

③ 第４四半期を含む通期業績において、大幅な最高益の更新が
予想される。

⑤ PER、PBRは直近３年間での最低水準にあり、外国人投資家を
含む機関投資家比率は40.5％ （2005年12月9日現在）に達した。

④ 絶好調な業績推移を勘案し、今期1株あたり利益配当は前期
350円から500円へと大幅増額予定。



2006年３月期 第３四半期 連結決算業績

（単位：百万円）

１００，３６８

３８，１３５

３９，６０７

売 上 高

営 業 利益

経常利益

当期純利益

５８，８６９

１９，５９７

２２，０８９

2006年３月期
第３四半期

（2005年4月～12月）

３９，１８５

2005年３月期
第３四半期

（2004年4月～12月）

１７，３６８

前年同期比前年同期比
増減率（％）増減率（％）

+70.5

+119.6

+102.1

+77.4

８１，５１１

２７，２９１

２５，６３１

（ご参考）
2005年３月期
（前期）通期

２４，８６９

※１ ＳＢＩパートナーズの連結業績につきましては、2005年９月以降の業績を加算しております。

※２ 2005年３月期はイー・トレード証券のみなし売却等に伴う１３３億円の特別利益を、2006年３月期はイー・トレード証券の
みなし売却に伴う２３０億円の特別利益をそれぞれ計上しております。

※２

※１

※２



連結業績予想（昨年12月8日発表）

を更に上回る好決算に

（単位：百万円）

１００，３６８

３９，６０７

売 上 高

経 常 利益

当期純利益

９２，８００

３４，２００

３６，８００

2006年３月期
第３四半期

（2005年4月～12月）

３９，１８５

2006年３月期
第３四半期
業績予想

＋７，５６８

＋５，４０７

＋２，３８５

対業績予想比

（2005年12月8日発表）



2006年３月期 四半期別 連結決算業績

（単位：百万円）

売上高

営業利益

経常利益

当期純利益

３４，３８９

１１，３３１

６，３９２

第３四半期第１四半期

１０，７０４

※ ＳＢＩパートナーズの連結業績につきましては、2005年９月以降の業績を加算しております。

※ 第３四半期はイー・トレード証券のみなし売却に伴う２３０億円の特別利益をそれぞれ計上しております。

第２四半期
中間期
（６ヶ月間）

２７，５４０

９，５９０

４，３４０

８，９６０

６１，９３０

２０，９２１

１０，７３３

１９，６６４

３８，４３７

１８，６８５

２８，４５２

１８，４７０

１００，３６８

３９，６０７

３９，１８５

３８，１３５

第３四半期
累計

（９ヶ月間）

第３四半期は大幅に業績を拡大



業績・財務構造の推移

一株あたり
第３四半期
(当期)純利益

一株あたり
純資産

（円）（円）

売上高 経常利益 総資産
（億円） （億円）

増益率
+119.6％

増収率
+70.5％

株主資本

増加率
+143.1％

増加率
+242..8％

（億円） （億円）

一株あたりの価値を高めながら、さらなる成長ステージに向けた飛躍を目指す

384

3,165

4,484

第６期
３Q

第７期
３Q

第８期
３Q

6,383

9,779

24,914

第６期
３Q

第７期
３Q

第８期
３Q

第６期
３Q

第７期
３Q

第８期
３Q

第６期
３Q

第７期
３Q

第８期
３Q

第６期
３Q

第７期
３Q

第８期
３Q

41.7％増 154.8％増

第６期
３Q

第７期
３Q

第８期
３Q

244

588

1,003

54

195

396

2,958

5,580

13,567

440
688

2,360



自己資本比率（2005年12月末）

流動資産

流動負債

資本
2,360億円

固定資産

固定負債

証券勘定

総資産 1兆3,567億円

資本
2,360億円

固定負債

流動負債

固定資産

流動資産

総資産 5,201億円

自己資本比率 17.4％ 45.4％

証券勘定を除いた
自己資本比率は

45.445.4％％

※

※信用取引負債
有価証券担保借入金
受入保証金

預り委託証拠金
顧客預り金



ユーロ円建ＣＢの転換状況

（単位：百万円）

当初発行額

2005年12月22日
大量行使プレス時点

2006年1月30日現在

１３，０００

６，０７０

2008年満期
ユーロ円建ＣＢ残存額

５，９４０

（転換率）（転換率）

（53.3％）

２０，０００

１５，７５０

2009年満期
ユーロ円建ＣＢ残存額

１２，７７０

（36.2％）

（21.3％）

（54.3％）

（転換率）（転換率）

※ＣＢにかかる貸株は行われていません。



キャッシュ・フロー分析

税金等調整前当期純利益 612

営業投資有価証券の増減 ▲532

信用取引に関する資金の増減 ▲587

法人税の支払等 ▲130

営業活動によるキャッシュ・フロー ▲637

投資活動によるキャッシュ・フロー ▲196

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,244

信用取引を中心とした
証券業務の大幅な業容拡大

Ｉ Ｔファンド500口の取得等、

ファンド事業の拡大に伴う
先行出資

（単位：億円）

投資有価証券の取得等

SBIホールディングス社債発行
による収入498億円、
イー・トレード証券の増資
による収入451億円等



ＰＥＲ・ＰＢＲの推移

ＰＥＲ（株価収益率）

（倍）

※１ 株価収益率（第６期及び第７期）＝各期末当社東証終値÷（一株あたり当期純利益）
株価収益率（第８期）＝第８期３Q末当社東証終値÷（一株あたり第８期３Q純利益×４/３）
株価収益率（２００６／１／２７終値ベース）＝２００６／１／２７当社東証終値÷（一株あたり第８期３Q純利益×４/３）
なお第８期３Q期末株価終値は７９，８００円、２００６／１／２７株価終値は７７，１００円。

※２ 株価純資産倍率＝各期末及び３Q末当社東証終値÷（一株あたり期末及び３Q末純資産）

株価純資産倍率（ ２００６／１／２７終値ベース）＝２００６／１／２７当社東証終値÷（一株あたり第８期３Q末純資産）

※１

13.311.1

62.0

第６期通期 第７期通期 第８期３Q

ＰＢＲ（株価純資産倍率）

（倍）

3.2
2.6

5.9

第６期通期 第７期通期 第８期３Q

（2005年12月）（2005年3月）（2004年3月）

※２

（2005年12月）（2005年3月）（2004年3月）

2006/1/27終値ベース

PER 12.9倍

2006/1/27終値ベース

PBR 3.1倍



107.1

35.6

16.4

29.7

4.7
12.5

24.6

6.6

23.9

59.9

42.8

0

20
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100

120

2003年6月 2005年3月2004年3月12月9月 12月9月6月

（単位：倍）

12月9月6月

ＳＢＩのＰＥＲ（株価収益率）の推移

現在のＳＢＩのＰＥＲは、過去のトレンドから見ても低水準で推移

・各四半期毎の連結当期純利益を4倍した数字と各四半期末の発行済株式数により「 1株利益」を計算し、
各四半期末の株価と比較しています。
PER＝株価 / ｛（連結各四半期毎の当期純利益）×4 ÷ 発行済株式数 ｝
・ただし株価収益率（２００６／１／２７終値ベース）＝２００６／１／２７当社東証終値÷（一株あたり第８期３Q純利益×４/３）

2006/1/27終値ベース

PER 12.9倍



2.8
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4.1

2.8
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3.2
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（単位：倍）

12月9月6月

現在のＳＢＩのＰＢＲは、過去のトレンドから見ても低水準で推移

・各四半期末の連結株主資本と各四半期末の発行済株式数により「 1株あたり純資産」を計算し、
各四半期末の株価と比較しています。
PBR＝株価 / ｛（各四半期末の連結株主資本） ÷ 発行済株式数 ｝
・株価純資産倍率（ ２００６／１／２７終値ベース）＝２００６／１／２７当社東証終値÷（一株あたり第８期３Q末純資産）

ＳＢＩのＰＢＲ（株価純資産倍率）の推移

2006/1/27終値ベース

PBR 3.1倍



12,112

68,407
73,123

97,181

60,080

0

50,000

100,000

0%

20%

40%

60%

80%

100%

機関投資家 事業法人 個人 その他

株主構成の推移

機関投資家の比率は、2005年3月末25.7％から
2005年12月9日40.5％へと上昇

25.7%

株主構成比率の推移

6.7%

株主数の推移

2005年
12月9日

2003年
3月末

2004年
3月末

2005年
3月末

2005年12月9日2003年3月末 2004年3月末 2005年3月末2005年
9月末

2005年9月末

（単位：名）

38.8%
40.5%



（２）主要ビジネスラインの事業概況



①セグメント別構成



195 311 81

304 561 138

0 200 400 600 800 1,000 1,200

アセットマネジメント

ブローカレッジ＆インベストメントバンキング

ファイナンシャルサービス

セグメント別売上高の構成比較

※ＳＢＩパートナーズの連結業績につきましては、2005年９月以降の業績を加算しております。

（単位：億円）（単位：億円）

2005年３月期
第３四半期売上高

2006年３月期
第３四半期売上高

1,003 

588

（33.2％） （52.9％） （16.8％）

（13.8％）（30.3％） （55.9％）



80 97 6

123 256 12

0 50 100 150 200 250 300 350 400

アセットマネジメント

ブローカレッジ＆インベストメントバンキング

ファイナンシャルサービス

セグメント別営業利益の構成比較

※ＳＢＩパートナーズの連結業績につきましては、2005年９月以降の業績を加算しております。

※ 本項における営業利益につきましては、連結消去および全社費用控除前の数字であり、
その合計値は連結決算業績における営業利益とは一致しておりません。

（単位：億円）（単位：億円）

（3.3％）

392

183

２００５年３月期
第３四半期営業利益

２００６年３月期
第３四半期営業利益 （65.4％）

（3.3％）

（31.4％）

（43.7％） （53.0％）



②アセットマネジメント事業



① ITファンドの時価純資産は過年度支払報酬等232億円控除後で3,034億円
（12月末）に達し、当初出資金1,505億円に対して約2.0倍の水準となった。
同時価純資産を基準として償還した場合、今後連結営業利益へ約882億円（売却益
639億円、成功報酬243億円程度）の寄与が想定される。（当初出資金の1.5倍超過部分
に対する成功報酬は、キャピタルゲインの20％から35％にテーブルが変更）

アセットマネジメント事業のハイライト

ＩＴファンド後を見据え、ブロードバンドファンド（535億円）・メディアファンド

（200億円）に次ぎ 『モバイルファンド』を300億円規模で設立へ。

コンテンツファンド

※ 上記①③における「時価」は累計配当を含む

は成功報酬約7億円を計上し、2月末に当初出資元本に
相当する94億円の現金分配を実施する予定。
・

・

・

② 未公開株Ⅰ・Ⅱの好調なパフォーマンスを背景に、Ⅲは210億円を募集完了。
ＳＢＩアセットマネジメントにおける運用資産総額は12月末1,195億円となった。

③ SBI・LBO・ファンド1号の時価は当初出資金50億円対比約1.9倍の96億円（12
月末）、企業再生ファンド一号の時価は当初出資金104億円対比約1.5倍の
154億円（同）となった。 メザニンファンドの投資収益率は年率14.9％。



ⅰ） ソフトバンク・インベストメント（株）



483 474 396

1,505 633 672 783

715

1,106

1,855

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

2000年 2005年6月末 2005年9月末 2005年12月末

含み益

現預金等

投資残高

1,505

1,831

2,252

3,034

（単位：億円）

時価純資産が著増する ITファンド

約５年

当初出資金の２倍を超過する水準に到達



【 営業投資有価証券売却益 】
●試算額 ： 約639億円

【 成功報酬 】
●試算額 ： 約243億円

当社持分

639口
1,505口

＝ × ×

ITファンドがもたらす連結業績への影響額（試算）

1,505

396

783

3,034

1,855

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

（単位：億円）

投資残高

現預金等
（累計配当含む）

含み益

設立時 2005年12月30日 償還時想定

3,034 3,034

約５年半

投資回収

成功報酬基準額 ： 約1,529億円

自己相殺

1,505口－639口
1,505口

含み益実現

現在の時価純資産で償還が実現した場合の
連結営業利益への影響額は約882億円

※

※当社保有口のうち500口を505億円で取得したことに伴う調整額

当初出資金

＝約1,855億円× －調整額

（約149億円）

成功報酬率

12/30現在ＳＢＩ持分
42.4％

（639口/1,505口）
（過年度支払報酬等232億円控除後）

： 約1,855億円含みのある
有価証券の売却益

（最大延長
2007年6月末）

約753億
約777億

20%
35%



78

120
282

23

198

198

0

100

200

300

400
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（単位：億円）

IPO予定先のパフォーマンス（ITファンド）

2005年12月末
投資残高

更なる含み益・実現益の積み上げが想定される

IPO予定銘柄の
投資簿価

想定売却益
162

当社想定額

396

IPO済みの
残存未売却額

その他

503 連結営業利益

前頁の前提による試算

試算額 ： 約882億円
⇒成功報酬 243億円
⇒営投売却益 639億円

【当社想定額】

ＩＰＯ予定投資簿価120億円が2.4倍と
なるケース

試算額 ： 約949億円
⇒成功報酬 265億円
⇒営投売却益 684億円

120×2.4倍

（2007年3月期～2008年3月期）



359 410

198

1,855

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

（単位：億円）

IPO投資先のパフォーマンス（ITファンド実績）

売却実現額

22社への投資額 2005年12月末

2,463

2004年1月～2005年12月にITファンドから
IPOした22社は投資額の６．８倍に

既公開株式の未売却元本

含み益

６．８倍６．８倍



30

94

94

0

50

100

1997年7月 2006年2月末 償還時

累計分配

時価純資産

124
（単位：億円）

コンテンツファンドの収穫期到来

約８年半

収穫期に入り、①元本に相当する94億円の分配を決定

管理報酬等
３４億円控除後
（成功報酬７億円

を含む）

11

37
IPO予定銘柄

IPO予定銘柄の

売却見込

・・・１１×３．４倍

②成功報酬は約7億円を計上



＊ ＩＰＯ予定社数には、毎週開催しております「案件会議」での検討に基づき、投資先5段階評価において最上位に区分されたものが含まれておりますが、
これら投資先の評価およびＩＰＯ予定の見通しは当社独自判断に基づいたものであり、今後のＩＰＯを保証するものではありません。
・ ＩＰＯ済みおよびＭ＆Ａの社数はすでに売却済みのものを含みます。

2005年1月～12月に以下の12社がＩＰＯ又はＭ＆Ａを行っております

新規公開又はＭ＆ＡによるExit社数（直接投資分及び全運営ファンド合算）

• 2005年 2月 3日 Xinyi Glass Holdings Ltd.
• 2005年 2月 8日 MediciNova,Inc
• 2005年 2月16日 共立印刷㈱
• 2005年 4月20日 極東証券㈱
• 2005年 4月21日 日本通信㈱
• 2005年 5月 3日 Morningstar, Inc.

2006年 1月26日現在

既公開および
公開予定社数

既公開

１２社
（内、M&A１社）

７７社
（内、海外３８社）

～2004年12月
※

2005年1月～12月

公開予定

2006年1月～12月

２０社
＊

• 2005年 5月 27日 ルート㈱
• 2005年 6月 27日 ㈱アドバンスト・メディア
• 2005年 7月 12日 ㈱ガイアックス
• 2005年 8月 3日 ㈱ブロードバンドタワー
• 2005年 9月 27日 ㈱ノエル
• 2005年12月13日 ㈱ビジネス・ブレークスルー

大証ヘラクレス市場の新規上場申請受付停止（2005年5月）の影響により
2005年度は20社を下回ったものの、2006年度は回復を見込む



投資先企業名
公開
時期

公募価格(A) 初値(B)
上昇率(%)
(B/A)

2005/12/30
終値( C)

上昇率(%)
(C/A)

公募価格対
簿価比(倍)

初値対
簿価比(倍)

Xinyi Glass Holdings Ltd. 2月 2.00 2.00 100.0 1.77 88.5 1.5 1.5

MediciNova,Inc. 2月 400 405 101.3 133 33.3 2.3 2.3

共立印刷㈱ 2月 270 350 129.6 502 185.9 2.2 2.8

極東証券㈱ 4月 700 961 137.3 1,796 256.6 1.9 2.7

日本通信㈱ 4月 50,000 70,000 140.0 147,000 294.0 0.7 1.0

Morningstar,Inc. 5月 18.50 18.66 100.9 34.64 187.2 1.5 1.6

㈱アドバンスト・メディア 6月 160,000 700,000 437.5 1,100,000 687.5 1.5 6.7

㈱ガイアックス 7月 300,000 1,200,000 400.0 478,000 159.3 1.7 6.9

㈱ブロードバンドタワー 8月 210,000 606,000 288.6 767,000 365.2 7.0 20.2

㈱ノエル 9月 580,000 1,350,000 232.8 2,680,000 462.1 5.8 13.5

㈱ビジネス・ブレークスルー 12月 200,000 400,000 200.0 395,000 197.5 4.0 8.0

※この他M&Aによりルート㈱が公開株となっております。
※平均は単純平均で算出しております。

新規公開した投資先のパフォーマンス

平均
206％

２００５年１月～２００５年１２月

平均
265％



第３四半期(累計)の投資実績（全ファンド）

• 合計投資件数のうち、新規投資は56社 315億円（26社 94億円）、既存投資先への追加投資は
13社 40億円（6社 57億円）であります。

• （ ）内は、前年同期間（2004年4月～2004年12月）の投資社数及び投資金額であります。

国内 海外 合計

65 4 69
(27) (5) (32)

307 48 355
(128) (23) (151)

投資社数
（社）

投資金額
（億円）

2005年４月～１２月

ブロードバンドファンド等、新設ファンドからの投資が本格化



ⅱ） SBIアセットマネジメント（株）



未公開株組入ファンドⅡ（償還済）

9,500

9,600

9,700

9,800

9,900

10,000

10,100

10,200

10,300

10,400

10,500

10,600

10,700

10,800

10,900

11,000

H17/7末 H17/8末 H17/9末 H17/10末 H17/11末 H17/12末

運用開始 ２００１年６月

償還日 ２００５年１０月１２日

最終償還価格 １９, ６６０円

Ⅰ・Ⅱの好調なパフォーマンスを背景に、
未公開株組入ファンドⅢは210億円を募集完了

未公開株を組み入れた画期的な投資信託の提供

未公開株組入ファンドⅢ、設定来の１口当たりの純資産価格推移（単位：円）

2005年12月末現在

10,606円

運用開始 ２０００年７月

償還日 （２００６年３月償還予定）

2006/1/20現在
基準価格

２１，９４１円

未公開株組入ファンドⅠ



運用資産の積み上げ ～SBIアセットマネジメント～

48 46 44 48

234
337

473

908

40

75

210

239

0

500

1,000

2005年3月末 2005年6月末 2005年9月末 2005年12月末

投資顧問

投資信託

投資法人

322

458

726

1,195
2005年 2月設定
12月末基準価額：16,144円

2005年 7月設定
12月末基準価額：10,606円

2005年 10月設定
12月末基準価額：16,435円

2005年 12月設定
12月末基準価額：10,085円

（単位：億円）

続々と新商品を提供し、運用資産を拡大

http://www.sbi-sec.co.jp/syouhin/fund_jcool.html
https://newtrading.etrade.ne.jp/ETGate/WPLETmgR001Control?getFlg=on&burl=search_fund&cat1=fund&cat2=offering&dir=offering&file=sbgrp/fund_sbgrp_1.html
http://www.sbi-sec.co.jp/syouhin/fund_jnext.html


ⅲ） SBIキャピタル（株）



17 14

30 32

10

33

40

17

0

50

100
含み益

累計配当

現預金等
投資残高

30 23

67 73

5850

0

50

100

150

200
含み益
累計配当
現預金等
投資残高

ＬＢＯファンド・企業再生ファンドの状況

2005/４
ファンド決算時

（単位：億円）

2001/５
設立時

2005/12
現在

2005/５
ファンド決算時

2002/２
設立時

2005/12
現在

ＳＢＩ・ＬＢＯ・ファンド１号
企業再生ファンド一号

投資事業有限責任組合
（単位：億円）

現在
９６億円

当初
５０億円

現在
１５４億円

当初
１０４億円



ＳＢＩ メザニンファンドの状況

１２月末時点のメザニンファンド投資残高は９月末から８６%増加し、６０億円を突破。
残高増にもかかわらず、２００５年度９ヶ月間の投資収益率は年率14.9％を維持。
ＳＢＩメザニンファンド2号は第３四半期中に新たな投資家を加えて８３億円に増額。
第３号ファンド（20億円予定）は3月に組成の見込み。
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ⅳ） アセットマネジメント事業の更なる拡大

部門目標：数年後に運用総額１兆円を目指す

・パフォーマンスの積上げによる時価純資産の増加

・極めて良好なトラックレコードを背景とした、ベンチャーファンド・

投資信託・メザニンファンド等の新規設立

・不動産ファンド等における自己資金の積極的投入



不動産不動産 ファンドファンド
合計合計 112525億円億円

投資信託・投資顧問等投資信託・投資顧問等
合計合計 1,1951,195億円億円

バイアウト・メザニンバイアウト・メザニン ファンドファンド
合計合計 245245億円億円

ＩＩ Ｔ・バイオＴ・バイオ ファンドファンド
合計合計 3,6843,684億円億円

現在のＳＢＩグループファンド運用規模 （２００５年１２月末現在）

ＩＩ ＴファンドＴファンド 2,4592,459億円億円
ＢＢファンドＢＢファンド 514514億円億円
バイオファンドバイオファンド 9999億円億円
その他その他 612612億円億円

ＬＢＯファンドＬＢＯファンド 6161億円億円
企業再生ファンド企業再生ファンド 9696億円億円
メザニンファンドメザニンファンド 8080億円億円
その他その他 88億円億円

投資信託投資信託 908908億円億円
投資顧問投資顧問 239239億円億円
投資法人投資法人 4848億円億円

Ａ号ファンドＡ号ファンド 4545億円億円
Ｂ号ファンドＢ号ファンド 4545億円億円
その他その他 3535億円億円

総額総額 5,25,24949億円億円

※不動産ファンドは当初出資額、投資信託・投資顧問等は2005年12月末の時価純資産、その他のファンドは2005年12月時点の各ファンドの直近決算に基づく時価純資産で記載しております。

（ノンリコースローンを含む総額は5,649億円）

（ノンリコースローン
を含み525億円）



（単位：億円）

ＳＢＩグループとJAFCOとの運用規模比較
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SBIグループ JAFCO
（ノンリコースローン
を含み5,649億円）

※ＪＡＦＣＯ社運用規模＝（コミットメント額－払込累計金額）＋純資産額
出所：同社2006年3月期第3四半期決算補足資料



国内のインターネット国内のインターネット

関連企業へ投資関連企業へ投資

インターネット産業
の市場規模

時間時間

SBIグループの
投資フェーズ

モバイルモバイル関連企業へ関連企業へ
投資投資

SBISBI
ビービー・モバイルビービー・モバイル

投投資事業有限責任組合資事業有限責任組合

米国のインターネット米国のインターネット
関連企業へ投資関連企業へ投資

ブロードバンド関連企業へ投資ブロードバンド関連企業へ投資

ソフトベンソフトベン22号号

ソフトバンクベンチャーズソフトバンクベンチャーズ

ソフトバンク・インターネットソフトバンク・インターネット
テクノロジーファンドテクノロジーファンド

SBISBI ビービー・メディアファンドビービー・メディアファンド

SBISBI ブロードバンドファンドブロードバンドファンド

ユビキタスユビキタスへへ

米国企業向け米国企業向け
ファンド設立ファンド設立

インターネットへインターネットへインターネットへインターネットへインターネットへインターネットへ
ブロードバンドへブロードバンドへ

モバイル＆ワイヤレスモバイル＆ワイヤレス

95’～96’

米国のインターネット産業成長期

99’～00’

日本のインターネット産業成長期

04’～05’

ブロードバンド産業成長期

06’～

モバイル＆ワイヤレス産業成長期

メディアへメディアへ

「モバイルファンド」 新規設立へ

上限：320億円
申込期間：2005年1月30日～3月29日

SBIグループは今後、年金資金の取り込みも目指す



③証券関連事業



④ 今期１株あたり利益配当金は、前期2,300円（記念配当を含む）から4,800円（分割
考慮前） へと2倍以上の実質大幅増配を予定 （2006年2月1日株式分割考慮後1,600円）

（２）証券関連事業のハイライト

Ⅲ ＳＢＩフューチャーズ（オンライン商品先物）の口座数増加が加速し、

12月末2,804口座に マーケットシェアも拡大

② 2005年12月に150万口座対応の取引システムを構築
システム安定性維持を最重要の課題として、常に安定した迅速な取引環境の提供を図り続ける。

Ⅰ イー・トレード証券が営業収益･利益ともに５四半期連続で過去

最高を更新 第３四半期単独の経常利益率は54.4％となる
① 当第３四半期累計で新たに341,931口座を新規に獲得、2006年1月25日に

100万口座を突破！ 12月単月の株式委託売買代金は10兆円超となる

Ⅱ ＳＢＩ証券は業績が急拡大し、第３四半期単独で上場来最高益を

更新 2005年12月は月次ベースで過去最高益を更新

③ 2005年12月実施の公募増資により約490億円（手取額）を調達（公募に関連
する第三者割当増資を含む） 、積極的な引受業務の展開・信用取引の拡大が

可能となった



ⅰ） イー・トレード証券（株）



（単位：百万円）

営業収益

営業利益

経常利益

当期純利益

40,590

19,480

19,540

10,719

2006年3月期 3Q
（2005年4月～2005年12月）

純営業収益 37,695

2005年3月期第4四半期より連結財務諸表を作成しているため前年同期比は記載しておりません。

イー・トレード証券 連結業績



（単位：百万円、％）

営業収益

営業利益

経常利益

当期純利益

37,128

18,816

18,876

10,254

+99.8

+164.1

+159.8

+167.8

前年同期比
増減率

2006年3月期 3Q
（2005年4月～2005年12月）

18,582

7,124

7,266

3,829

2005年3月期 3Q
（2004年4月～2004年12月）

純営業収益 34,362 +101.417,058

四半期通期ベースで収益面、利益ともに過去最高を更新
中間期を上回る増加率を達成

イー・トレード証券 単独業績
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2004年3月期 2005年3月期 2006年3月期
※ 経常利益÷営業収益にて算出

54.4%

収穫逓増のビジネスモデルを実現

イー・トレード証券

イー・トレード証券の経常利益率の推移
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主要オンライン証券5社の口座数 オンライン証券主要5社の口座数推移
（口座数）

（口座数） （2005年12月末現在） （2003年12月から2005年12月まで）

出所：各社ホームページ等公表資料より当社にて集計
※ マネックス証券、日興ビーンズ証券はマネックスとして合算。

2003年 2004年

イー･トレード
934,674

マネックス
542,555

松井
409,766

楽天
454,125

カブコム
336,423

2005年

1月25日
100万口座突破！

主要オンライン証券の口座数比較

イー・トレード証券

2005年4月から2005年12月ま
での9ヶ月間で約1.6倍に増加。
増加口座数は他のオンライン
各社平均の約2.4倍。

10月以降の3ヶ月は平均増加
数が52,406口座と なり7月～
9月（31,253口座)を大幅に上
回る水準。
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出所：各社ホームページ等公表資料より当社にて集計

（百万円）

2003年

2005年12月における
一日当たり売買代金

（百万円）

2004年

主要オンライン証券5社の1日当たり平均売買代金の推移
（2003年4月から2005年12月まで）

※ マネックス証券、日興ビーンズ証券はマネックスとして合算。

松井
222,271 

楽天
228,702

イー･トレード
476,452

カブドットコム
108,403

マネックス
176,128 

2005年

2005年12月の売買代金は初の10兆円台を記録

主要オンライン証券の株式委託売買代金推移

イー・トレード証券



過去3年間の同期間比較

出所： 東証統計資料、JASDAQ統計資料、各社ホームページ等公表資料より当社にて集計
※ 個人株式委託売買代金は3市場（1・2部）とJASDAQを合算
※ マネックス証券、日興ビーンズ証券はマネックスとして合算。

その他
51.5％

主要オンライン
証券5社
48.5 ％

2006年3月期
（2005年4月～2005年12月）

その他
40.0％

主要オンライン
証券5社
60.0 ％

その他
43.7％

主要オンライン
証券5社

56.3％

イー・トレード 14.9

松井証券 12.2

DLJ(楽天証券） 9.8

マネックス 7.1

カブドットコム 4.5

イー・トレード 20.9

松井証券 13.6

楽天証券 11.4

マネックス 8.7

カブドットコム 5.4

イー・トレード 22.2

楽天証券 10.6

松井証券 10.2

マネックス 8.3

カブドットコム 5.0

2005年3月期
（2004年4月～2004年12月）

2004年3月期
（2003年4月～2003年12月）

主要オンライン証券の個人株式委託売買代金シェア

イー・トレード証券

（％） （％） （％）



0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q

（10億円）

出所：証券会社各社・東証の公表数値をもとに当社作成

2002年3月期 2003年3月期 2004年3月期 2005年3月期

各社の株式委託売買代金の推移

（単位：10億円、括弧内各社委託売買
代金を３市場委託で除したシェア）

2006年3月期3Qにおける委託シェア
（野村については2006年3月期2Q）

日興シティ 6,720(2.67%)

大和 6,283(2.49%)

松井 10,809（4.29%）

野村

大和SMBC 9,223(3.66%)

24,300（9.64%）

日興コーディアル 3,326（1.32%)

13,808（8.19%）

2006年3月期

２００５年３月期第４四半期に全証券会社
で１位となり、その後も堅調に推移

３大証券会社との株式委託売買代金比較
イー・トレード証券



44,475

21,220
18,797

12,543

9,389
11,349

18,069

14,015

5,001
6,607

0
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40 ,000

45 ,000

50 ,000

イー・トレード マネックス 松井 楽天 カブコム

2005年3月期12月末

2006年3月期12月末

（億円） 前年比
+146.1％

前年比
+65.6％

前年比
+51.4％

前年比
+87.7％

前年比
+89.8％

出所： 各社ホームページ等公表資料より当社集計
マネックス証券、日興ビーンズ証券はマネックスとして合算。

預り資産の推移
イー・トレード証券



25,000

35,000

45,000

55,000

65,000

75,000

85,000

95,000

3月 5月 7月 9月 11
月 1月 3月 5月 7月 9月 11
月

33,122

94,962

64,245

43,910

34,663
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イー･トレード 松井 楽天 マネックス カブコム

（信用口座数）
松井証券との信用口座数比較上場オンライン証券5社の信用口座数

2004年

（2004年3月から2005年12月まで）（2005年12月末現在）（信用口座数）

出所：各社ホームページ等公表資料より当社にて集計
※ マネックス証券、日興ビーンズ証券はマネックスとして合算。

イー･トレード
94,962

松井
64,245

2005年

オンライン証券会社との信用口座数比較

イー・トレード証券

当社の2005年4月から2005
年12月までの信用口座獲得
件数は、松井証券の約2.7倍
のペース。12月末現在の総
合口座数における割合は
10.2％（松井15.7％）で、今後
更なる拡大を期待。



2005年12月に、現行システムへの移行時（2003年7月）の3倍構成のシステム増強を実施

常に余裕を持った取引システムの構築で安定した取引を提供

452,493
512,617

592,743

934,674

777,455
683,696

200,000

400,000

600,000

800,000

1,000,000

1,200,000

1,400,000

1,600,000

9月 12月 3月 6月 9月 12月

2004年12月
100万口座対応

2005年12月
150万口座対応

2004年 2005年

証券総合口座数とシステムキャパシティの推移
（口座）

150万口座対応
常にシステムに余裕を持つことで、迅速・柔軟にサービス等の追加が可能

信頼性の高い取引システム
イー・トレード証券



12月16日払込期日 普通株式 66,000株発行

１月16日払込期日 オーバーアロットメントに係る第三者割当 普通株式6,000株発行

資金調達手取額：約490億円（第三者割当分含む）

資金使途：主として引受業務及び信用取引業務の拡大に必要な自己資本の拡充を目的とし
ており、インターネットを通じた信用取引業務の拡大に伴う運転資金に充当予定。

・より積極的な引受業務の展開

･信用取引における自己融資・貸株ビジネスの推進

公募増資

株式分割

スケジュール：1月31日基準日 2月1日効力発生

目的：株式の流動性の確保、個人株主が売買しやすい環境の整備

概要：所有株式数を1株につき3株の割合を持って分割する。

自己資本規制比率

2005年9月末

335.5％

2005年12月末

546.6％

公募増資による自己資金の拡充

イー・トレード証券



ⅱ） ＳＢＩ証券（株）



（単位：百万円）

営業収益

営業利益

経常利益

当期純利益

前年同期比

増減率（％）

42.4８，２２１

２，１８５

２，３７１

２，６４３

（（20020055年年44月～月～1212月）月）

２００２００６６年３月期年３月期

第３四半第３四半期期累計累計

１１，７０６

５，７０１

５，８２３

４，９７８

（（20020044年年44月～月～1212月）月）

２００２００５５年３月期年３月期

第３四半第３四半期期累計累計

160.9

145.6

88.3

SBI証券第３四半期累計業績（9ヶ月）



（単位：百万円）

営業収益

営業利益

経常利益

当期純利益

前年同期比

増減率（％）

175.4２，３４９

４３８

４６９

５３３

（（20020055年年1010月～月～1212月）月）

２００２００６６年３月期年３月期

第３四半第３四半期期単独単独

６，４７１

４，２５９

４，２８７

２，８９１

（（20020044年年1010月～月～1212月）月）

２００２００５５年３月期年３月期

第３四半第３四半期期単独単独

872.4

813.0

442.2

SBI証券第３四半期単独業績（３ヶ月）
上場来最高益を更新
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経常利益

（単位：百万円）

2005年3月期 2006年3月期

1,663

237 469 535 362

1,173

業績急拡大
4,287

SBI証券四半期別経常利益推移
SBI証券

・当3Q（3ヶ月）実績
は、四半期ﾍﾞｰｽの上
場来最高益を更
新！
・また、2005年12月
の単月実績は、月次
ﾍﾞｰｽの過去最高益
を更新！
（社内管理ﾍﾞｰｽ）
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14,000
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15,000

15,500

16,000

16,500

純資産総額

基準価額

（委託会社 SBIアセットマネジメント）
（百万円） （円）

基
準
価
額

↑

約
60
％
（年
率
換
算
約
67
％
）を
超
え
る
上
昇

純資産
約１１ヶ月間で
５００億円突破

純資産総額 基準価額

（本表は、平成17年12月30日までの値を記載しております。）

主要投信(1)－ jnextの純資産総額,基準価額の推移
SBI証券



投資助言会社：エンジェルジャパン・アセットマネジメント株式会社
『宇佐美 博高』氏が投資助言

平成17年11月21日から募集開始→当初募集額100億円を完売！
平成17年12月末までに純資産総額200億円を突破！

原則として公開後3年
以内の企業

新規公開という、いわば｢第２の創業期｣を成長の契機として、新たに成長を加速する、
企業家精神に溢れた｢次代を拓く革新的高成長企業｣に厳選投資する。

主要投信(2)－ jcoolの募集開始
SBI証券

2006/ 1/23現在 純資産総額：２７１億円



ⅲ） 証券関連事業の更なる拡大



営業収益
（百万円）

経常利益
（百万円）

平均委託手数料

（ベーシス）

11,343

22,571

9,180

5,827

5,891

5.5

12.3

11.3

5.5

10.4

イー・トレード 27,174

松井 36,918

ＭＢＨ 21,716

楽天 14,780

カブドットコム 11,725

オンライン証券の四冠王へ

「口座数」「預かり資産」「売買代金」三冠王を背景に
「利益」においてもトップ獲得を目指す

2006年3月期第３四半期連結業績

※カブドットコムは単独

松井証券は2006年4月を目処に
小口は手数料大幅引き下げへ・・・

※平均委託手数料＝委託手数料÷委託売買代金（出所：各社決算資料より当社算出）

営業収益
（百万円）

経常利益
（百万円）

平均委託手数料

（ベーシス）

19,540

25,202

16,916

11,036

8,330

4.9

11.7

10.0

5.5

9.4

40,590

38,842

27,227

20,918

14,029

2005年3月期通期連結業績

差11,228百万円 差5,662百万円



預り資産残高ランキング
（2005年9月末）

（単位：億円）

証券業界におけるポジショニング（顧客基盤）

口座数ランキング
（2005年12月末）

1 野村 ８１０，３１８

2 大和Gr. ４６５，９２１

3 日興Gr. ３６８，３５３

4 三菱＋ＵＦＪつばさ ２０３，０５４

5 新光 １２１，０２８

6 みずほ ７９，２６３

7 みずほインベ ６１，２４８

8 東海東京 ３９，４２３

9 イー・トレード＋ＳＢＩ ３３，８７３

10 岡三 ３２，６００

11 ＳＭＢＣフレンド ３０，２３７

12 丸三 １７，７９１

13 マネックス １７，５６３

19 楽天 ９，４１５

14 コスモ １７，４８３

15 いちよし １６，４２６

16 松井 １５，１６６

17 東洋 １１，７８０

18 水戸 ９，８８０

20 カブドットコム ７，０７８

1 野村（11月末） （3,847,000）

2 大和Gr. 2,631,000

3 日興コーディアル 2,164,122

4 三菱ＵＦＪ※ 1,073,000

9 松井 409,766

5 新光 1,008,000

6 イー・トレード＋ＳＢＩ 998,108

7 マネックス 542,555

8 楽天 454,125

10 カブドットコム 336,423

（出所：「金融ビジネス」誌より当社にて集計）

（単位：口座）

（出所：各社開示資料より当社にて集計）

イー・トレードは2006/1/25
100万口座突破！

※三菱ＵＦＪの定義は有残口座数

※2005年12月末
イー・トレード＋ＳＢＩ

50,053億円



証券業界におけるポジショニング（業績）

営業収益ランキング
（2006年3月期第3四半期）

経常利益ランキング
（2006年3月期第3四半期）

（出所：2006年1月28日付日フジサンケイビジネスアイ）

（単位：億円）

1 野村 未発表

2 大和Gr. 5,760

3 日興Gr. 3,546

4 三菱UFJ 2,519

5 新光 1,092

6 岡三HD 639

7 みずほインベ 582

8 イー・トレード+ＳＢＩ 522

11 松井 388

9 東海東京 509

10 SMBCフレンド 496

12 MBH 272

13 丸三 216

14 いちよし 199

15 コスモ 193

16 東洋 175

17 水戸 153

18 カブドットコム 140

1 野村 未発表

2 大和Gr. 1,623

3 日興Gr. 1,290

4 三菱UFJ 783

5 新光 283

6 イー・トレード+ＳＢＩ 253

7 松井 252

9 SMBCフレンド 227

14 カブドットコム 83

16 水戸 68

17 東洋 56

8 岡三HD 249

10 みずほインベ 224

11 東海東京 192

12 MBH 169

13 丸三 92

15 いちよし 69

18 コスモ 42

（単位：億円）

＊ ＊

＊2006年1月27日現在



④ファイナンシャル・サービス事業



（３）ファイナンシャル･サービス事業のハイライト

③ SBIベリトランスにおいてはトランザクション件数が前年同期比40％増

Ⅰ ファイナンス・オールでは各事業部門とも順調に推移、連結営業利

益率が前年同期12.7％から14.3％へと向上

② SBIモーゲージでは公庫証券化ローン『フラット35』の伸びが加速、12月
末住宅ローン実行残高は1, 590億円に（サービス開始は2001年5月）

① マーケットプレイス事業では見積もり件数が前年同期比52.8％増加
総合比較サイト「比較ＡＬＬ」を中核に、非金融分野の比較サイトも充実

Ⅱ モーニングスターは全事業において売上高が増加、連結経常利益率

は前期17.2％から20.9％へと向上

① 自社ウェブサイトのページビュー急増及び、出資した株式新聞社・サー

チナとのメディアミックスにより広告の受注が大幅に増加

② ゴメス・コンサルティングは本年より開始したモバイルサイトのコンサル

ティングも売上に貢献し、売上高前期比34.2％増の372百万円、経常
利益51.4％増の127百万円となる

Ⅲ ネット消費者金融SBIイコールクレジットの貸付残高は営業開始後
14ヶ月で70億円を突破、10月よりビジネスローンも開始



ファイナンス・オール 連結業績

（単位：百万円）

（2004年10月～12月）

４，９２３売 上 高

２００２００５５年９月期年９月期

第１四半第１四半期期

+76.6２，７８８

（2005年10月～12月）

２００２００６６年年３３月期月期

第１四半第１四半期期

営業利益

経常利益

当期純利益 ３２０

３５３

３５４

４５３

前年同期比

増減率（％）

６９３

７１５ +102.0

+96.2

△29.2

※ ＳＢＩベリトランス（株）の株式公開時の公募増資（平成16年10月）に伴う持分変動による「持分変動による
みなし売却益」約250百万円を計上しております。

※
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（単位：百万円）

354

147

715

平成平成1166年年99月期月期１Ｑ１Ｑ 平成平成1177年年99月期月期１Ｑ１Ｑ 平成平成1188年年33月期月期１Ｑ１Ｑ

その他の事業

マーケットプレイス
事業

ファイナンシャル・
プロダクト事業

ファイナンシャル・ソ
リューション事業

連結消去等

・SBIベリトランス
・SBIテクノロジー

・SBIモーゲージ
・SBIリース

・インズウェブ事業
・イー・ローン事業

など

など

8.3

16.6

49.4

25.6

（構成比率：％）

（注１）単位未満は切り捨てにて表示 （注2）営業利益比率につきましては、連結消去及び全社費用控除前の数値に基づき算出しております。

ファイナンス・オール セグメント別連結営業利益
ファイナンス・オール



0

500

1,000

1,500

9月 12月 3月 6月 9月 12月 3月 6月 9月 12月 3月 6月 9月 12月 3月 6月 ９月 12月

成長著しいSBIモーゲージの住宅ローン事業
（億円）

2004年2003年 2005年2002年2001年

住宅ローン実行残高推移

2004年12月
住宅金融公庫と提携

【フラット35】の取り扱い開始

2005年12月末

実行残高1,590億円

ファイナンス・オール



2.521％

最長３５年固定金利、最低金利2.23％でスタート。常に顧客中心
主義を徹底、 全274金融機関の中で最低金利水準を実現。

出所：住宅金融公庫ホームページ等より当社にて作成

2.800％ 2.870％ 2.800％

※平成18年1月実行金利。金融機関ごとに異
なる手数料が発生する。ＳＢＩモーゲージは融
資実行時に事務手数料が実行金額に対し
2.1％が必要。平成18年1月1日から平成18年
1月31日【フラット35】ご融資実行、お借入金
額3,000万円、お借入期間35年、元利均等返
済、繰上返済無しの場合、実質年率は
2.663％ となります。

ＳＢＩモーゲージ

金利（％）

平均金利

みずほ銀行 三菱東京UFJ銀行 三井住友銀行

3.000

2.903

2.000

フラット３５（公庫証券化ローン）の金利比較

※平成18年1月現在

ファイナンス・オール



0

40 ,000

80 ,000

120 ,000

160 ,000

200 ,000

平成16年1Q 平成17年1Q 平成18年1Q

トランザクション・ユーザー数の推移

成長するマーケットプレイス事業

（単位：件）

非金融分野

金融分野

※トランザクション・ユーザー数
サイト上で一括見積もり、資料請求、仮申込等の取引を行なったユニークなユーザーの数

70,799

118,812

181,554

45,195件

136,359件

前年同期比52.8％増

ファイナンス・オール



インズウェブがトップクラスの地位を確立

圧倒的な優位性を誇る「自動車保険一括見積もりサービス」

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

平成16年1Q 平成17年1Q 平成18年1Q

前年同期比40％増

トランザクション・ユーザー数の推移
（自動車保険見積もり完了数） 参

画
会
社
数

（単位：件）

コンテンツ充実

チャネル拡大

マーケティングチャネル数

日本最大級の保険比較サイト

・参画保険会社数：20社

61,281

73,103

102,471

ファイナンス・オール



イー・ローンが飛躍的にコンテンツを拡充

日本最大級のローン比較サイト

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

平成16年1Q 平成17年1Q 平成18年1Q

前年同期比12％増

トランザクション・ユーザー数の推移

（ローン仮申込み件数）

・金融機関数：70社
・ローン商品数：560種類

コンテンツ充実

チャネル拡大

マーケティングチャネル数

参
画
金
融
機
関
数

（単位：件）

25,631

22,853

9,518

パソコン・モバイル端末だけでなく、電話での仮申込みも可能に

ファイナンス・オール



2005年12月期通期
（2005年1月～12月）

前年同期比
増減率（％）

売上高 １，２５９ ＋24.1

営業利益 ２５２ ＋47.4

経常利益 ２６３ ＋50.6

純利益 ２６３ ＋147.8

2006年3月期3Ｑ
（2005年4月～12月）

前年同期比
増減率（％）

売上高 １，３２７ ＋100.8

営業利益 ２８０ ＋95.8

経常利益 ２７７ ＋87.2

純利益 １６４ ＋18.0

2006年3月期3Ｑ
（2005年4月～12月）

売上高 ３，４６１

営業利益 ６６４

経常利益 ６６６

純利益 ５３５

SBIベリトランス 第３四半期業績

モーニングスター 通期業績 E*Trade Korea

SBIグループ他社の業績

各ビジネスとも順調に

業容を拡大中

今四半期に累積損失を一掃し、
株式公開準備へ

前期比78％増額配当を決定（株式分割考慮後）

2006年3月末基準で1：3の株式分割を決定

（百万円）



２．ＳＢＩグループ発展に向けた
段階的成長戦略



①新生ＳＢＩホールディングスの形成



持株会社ＳＢＩホールディングスの設立

バ
イ
オ
ビ
ジ
ョ
ン
・キ
ャ
ピ
タ
ル
㈱

Ｓ
Ｂ
Ｉ
ベ
ン
チ
ャ
ー
ズ
㈱

7月1日商号変更
（持株会社移行前） （持株会社移行後）

ファンド事業移管

ファンド事業

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
・コ
ン
テ
ン
ツ
・パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
㈱

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
・イ
ン
ベ
ス
ト
メ
ン
ト
㈱

（旧
商
号
Ｓ
Ｂ
Ｉ
ベ
ン
チ
ャ
ー
ズ
㈱
）

ファンド事業

ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
事
業

ブ
ロ
ー
カ
レ
ッ
ジ
＆
イ
ン
ベ
ス
ト
メ
ン
ト

バ
ン
キ
ン
グ
事
業

フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・サ
ー
ビ
ス
事
業

非
金
融
分
野

３社合併３社合併

2005年7月1日



「金融イノベーター」

「金融を核に金融を超える」

Softbank Investment から
“Strategic Business Innovator”へ

SBIグループは「金融を超える」

金融分野を超え、戦略的な事業革新者としてさまざまな
事業分野に進出し、主要な生活局面において必要となる

財・サービス・情報を提供する



事業展開加速のための吸収合併・完全子会社化

100％子会社化

吸収合併 吸収合併

2006年3月1日 株式交換日

2006年1月27日 臨時株主総会承認

財務上のメリット：
3社合併・完全子会社化による

営業上のメリット：
3社合併・完全子会社化による

事業持株会社化により社債格付
の向上を目指す。間接金融・直接
金融ともに優位を確立する

新規事業分野への弾力的な資金
供給

Ｍ＆Ａ・ジョイントベンチャー・
戦略的資本提携の推進

・

・

・

グループの広範囲なシナジーの
積極的追求
・

ＳＢＩホールディングスの知名度・
信用力・情報力及びネットワーク
を活用した戦略的アライアンス
の推進

・



ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
事
業

ブ
ロ
ー
カ
レ
ッ
ジ
＆
イ
ン
ベ
ス
ト
メ
ン
ト

バ
ン
キ
ン
グ
事
業

フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・サ
ー
ビ
ス
事
業

生
活
関
連
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

３つのコアビジネスから５つのコアビジネスへ

ブ
ロ
ー
カ
レ
ッ
ジ
＆
イ
ン
ベ
ス
ト
メ
ン
ト

バ
ン
キ
ン
グ
事
業

フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・サ
ー
ビ
ス
事
業

ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
事
業

住
宅
不
動
産
事
業

住宅不動産事業・生活関連ネットワーク事業を、コアビジネスと明確に位置づける



SBIパートナーズ
（連結）

ファイナンス・
オール（連結）

SBI証券

株主数
（2005/12/9） 8,212名 19,264名 8,202名

発行済株式数
（2005/12末） 27,954,392株 850,241株 966,104株

業績（百万円） 2006年3月期
業績予想（9ヶ月）

2005年9月期
通期

2006年3月期
３Q累計

売上高（営業収益） 12,700 13,854 11,706

営業利益 － 2,118 5,701

経常利益 2,300 2,050 5,823

当期純利益 2,000 3,603 4,978
連結従業員数
（2005/12末） 103名 193名 384名

合併及び完全子会社化3社の概況

ＳＢＩホールディングス

68,407名

9,548,835株

ＳＢＩホールディングス

104,085名

12,095,451株

（単純合算）

株主数

発行済株式数

（交換比率考慮）

26.8％

株式交換後

ソフトバンク・エーエム持株比率

34.0％
（2005/12末） （合併後想定）

※自己株式除く

※



グループ再編後の新生ＳＢＩグループ概略
（2006年3月1日～）

SBIﾗｲﾌﾊﾟｰﾄﾅｰ

ファイナンシャル・サービス事業
アセットマネジメント事業

インベストメントバンキング

＆ブローカレッジ事業

不動産住宅事業
生活関連ネットワーク事業

*

*

*

（JASDAQ 8701）

（ヘラクレス 8696）（ヘラクレス 4765）

（東証1部 8473）

（東証1部 8882）

持分法適用会社

http://www.artfolio.co.jp/


②ＳＢＩグループの段階的成長戦略



金融分野での確固たる実績の達成と
ＳＢＩグループ認知度の飛躍的向上

広範囲な金融・非金融分野での
日本有数の企業との戦略的提携による
更なる事業拡大と社会的信用の向上

Ｓｔｅｐ１：

Ｓｔｅｐ２：

我が国最大の金融商品ネットディストリビューター
としての不動の地位のみならず
ライフイベント＆ステージでの
ネットワーク価値を広範囲に提供できる
企業生態系の形成

Ｓｔｅｐ３：

ＳＢＩグループ段階的成長戦略



◎イー・トレード証券
ネット証券の三冠王！

1月にイー・トレード証券100万口座突破！

○スルガ銀行ソフトバンク支店

△住友信託銀行とネット銀行設立準備中

△同行とグループ各社との戦略的提携

ネット銀行ではフルバンキング業務展開へ

○SBIモーゲージ 残高1,000億円突破からわずか4ヶ月後の12月末実行残
高1,590億円！

○ＳＢＩグループ運用部門

12月末運用規模5,249億円（ノンリコ含み5,649億円）
規模及びパフォーマンスで日本のトップクラス！

企業再生分野でも高パフォーマンス

◎ファイナンス・オール内

イー・ローン事業部

インズウェブ事業部

イー・ローンはローン比較サイトのトップブランド！

インズウェブは保険比較サイトのトップブランド！

○SBIベネフィット・システムズ
（◎イー・トレード証券経由）

運営管理手数料（年額）は無料

（残高50万円以上の場合）

◎モーニングスター 投信評価のトップ企業！

○SBIフューチャーズ 商品先物ネット専業最大！ 株式公開準備中

○SBIイコールクレジット SBIイコールクレジットは営業開始後14ヶ月で貸付残高
70億円を突破！

◎公開会社 ○参入済み △参入予定

現在のＳＢＩグループ主要金融事業一例

～ＳＢＩホールディングス第３四半期連結業績：売上高1,003億円 経常利益396億円～
～Yahooにおける「ＳＢＩ」検索ヒット数は現在約530万件～



３．Ｓｔｅｐ２に入った

今年の３大戦略目標



①様々な金融商品の
我が国最大規模の

ディストリビューターを目指す



ⅰ） 製販分離体制の確立

～金融業における製販分離の分業体制は時代の趨勢～



アセットメネジメント部門組成商品の証券部門での販売拡大

投資信託

投資信託

不動産ファンド

ベンチャーファンド

企業再生ファンド

強力な運用部門 拡大する多様な投資家層

グループ販売実績：

未公開株ファンドⅢ210億円募集完了

ＢＢファンド個人投資家向け208億円募集

Jnext投信純資産500億円突破

Jcool投信純資産200億円突破・・・



住宅ローン分野での製販分離

ＳＢＩモーゲージ（住宅ローンの製造）

・インターネットを使った徹底的な低コストオペレーション

による最低水準金利の維持

ＳＢＩモーゲージ・コンサルティング

（ＳＢＩモーゲージ以外の他社ローンも含めた住宅ローンの販売）

・保険、証券、銀行等他の金融商品もワンストップで取り扱い、

収益源多様化を目指す

・リアルの住宅ローン販売拠点の展開

：ＳＢＩホールディングス100％子会社化の予定



『顧客が望む金融サービスを総合的に提供する』
【住宅ローン】
【生命保険】
【損害保険】
【医療保険】
【投信】（2006年度中開始予定）

店舗コンセプト 「４つのＯ」

One To OneOne To OneOne StopOne Stop

One TableOne Table

『顧客が望む金融サービスを一覧比較する』
【住宅ローン】提携12行（2006年1月16日現在）
【保険】提携17社（2006年1月16日現在）
【投信】数百種類の商品を提供予定

『顧客の個別相談に応じるコンシェルジュ
機能』
専門の住宅ローン・コンサルタント、
ファイナンシャル・コンサルタントが、
完全予約制により、きめ細かい対応

Open 7 DaysOpen 7 Days

『いつでもどこでも顧客が望む時間で対応』
年中無休で、忙しいお客様への対応も「金融
コンビニ」感覚で

2005年1月16日「ＳＢＩモーゲージ六本木」ＯＰＥＮ

オー

～将来的な「ＳＢＩマネーショップ」への布石～



ⅱ） 有力企業との戦略的提携

例：住友信託銀行とのネット銀行設立及び多面的提携



広範囲な既存事業会社との提携・ジョイントベンチャーにより、

下記事業領域への進出を加速する

・ネット消費者金融会社ＳＢＩイコールクレジットの

戦略的提携を通じた規模の拡大を目指す

・ジョイントベンチャーによるネットを用いた生命保険販売会社、

損害保険販売会社の設立を目指す

・・・・・

・カード分野における製販分離体制の確立

戦略的提携を通じた未進出分野への事業展開及び

既進出分野の飛躍的な規模拡大

未進出分野への進出：

・・・・・

既進出分野の飛躍的な規模拡大：



②非金融分野での
ビジネスモデルの確立



ⅰ） 住宅不動産事業への本格的進出

部門収益目標：数年後に経常利益１００億円規模を目指す

・自己資金の積極的投入

・不動産ファンド事業への注力

（４月頃を目処に新ファンド募集開始予定）

・ＲＥＩＴ等への進出

・不動産分野での積極的なアライアンスの推進



（単位：百万円）

売上高

営業利益

経常利益

中間純利益

５，１３９

２２９

２３１

（（20020055年年77月～月～1212月）月）

２００２００６６年３月期年３月期
中間期中間期

（（20020044年年77月～月～1212月）月）

３６２

２００２００５５年年６６月期月期
中間中間期期

８，０２６

２，１２８

２，０８９

１，７７９

（（20020055年年77月～月～
20062006年年33月）月）

SBIパートナーズ連結業績

※今期は、決算期変更（6月30日から3月31日）に伴い9ヶ月の変則決算となります。

※今期よりホメオスタイル（株）が連結子会社から持分法適用関連会社に変更となっております。

２００２００６６年３月期年３月期
通期業績予想通期業績予想
（９ヶ月間）（９ヶ月間）

１２，７００

－

２，３００

２，０００

数年後に

１００億円規模

を目指す！



ゼファーとの提携関係の強化

資本提携

業務提携

合併前 合併後

資本提携

業務提携

SBIホールディングスとSBIパートナーズの合併により、ゼファーとの資本・業務
提携が一本化され、今後のより迅速でダイナミックな提携推進が可能となった。

・ゼファーとの共同M&A（建設会社・ディベロッパー等） ・不動産ファンド設立

・ゼファーとのジョイントベンチャー事業 ・REITへの参入・・・



ＳＢＩグループの強みを生かした不動産ファンドの組成へ

・不動産 ＋ 未公開株

・不動産 ＋ 不動産関連会社の株式

・アセットマネジメント業務による豊富な実績

運用面：

募集面：

・ＳＢＩグループによる住宅性能の保証

・グループ証券会社による強力な販売力

・多様な金融事業を通じた不動産情報の取得

※本件は計画段階であり、今後その内容は変更の可能性があります。

・・・・・

・・・・・



ⅱ） 生活関連ネットワーク事業への本格的進出



を中心とした事業展開

行政サービス情報や地域密着情報をコアインフォメーションとして、様々なライフイベントとコミュニティーを連携した新たな生活
情報の発信や、引っ越し、不動産、ローンなど、ライフサイクルに必要なサービスを提供する【エリアポータルサイト】の実現を
目指します。

結婚

住まい探し

出産／育児
リフォーム

引っ越し

地域・行政データ情報（行政サービスや公共料金などの豊富なデータ）

コミュニティー機能

口コミ情報（住まいや暮らしに関する意見などの交換）

ブログ・SNS機能（地域コミュニティの形成）

地域情報（地元住民によるお店やイベント情報など）

各ライフイベント

退職
旅行

就職

コ
ン
テ
ン
ツ
ホ
ル
ダ
ー

ユ
ー
ザ
ー

自
治
体

エイエスエヌ・ジャパングループ
から賃貸物件情報の提供

エイエスエヌ・ジャパングループ
から賃貸物件情報の提供

コラボレーションによる
相互の媒体価値向上
コラボレーションによる
相互の媒体価値向上

各自治体との関係強化各自治体との関係強化

エリア「ガイド」情報サイト



マトリックス機能 会員登録機能

外部

コンテンツ
コンテンツ

集約化・効率化

金融関連情報と
生活関連情報と
の相乗効果を図る

すべてを比較し、
すべてを見積もる！

金融・生活関連情報

比較サイト

子会社コンテンツ

Step1：SBIグループがより良い商品・サービスを厳選
Step2：顧客はその中から自分に合ったベストな商品・サービスを選択

による「比較」事業におけるノウハウ蓄積

http://www.hikkoshitatsujin.com/index.php
https://www2.ticket.co.jp/
http://www.allgaitamehikaku.jp/
http://www.weblease.co.jp/index.html
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（口座）

－拡大を続けるSBIグループの富裕層顧客基盤－

イー・トレード証券

預かり資産5,000万円以上の口座数推移

6,240

「高額品オークション」の提供

家

車

美術品

・・・

ＳＢＩグループ

による品質保証



ネットワーク間競争

・顧客中心市場の形成
・投資家主権の確立

「価格」訴求から
「価値」訴求へ
さらにインターネット
時代には「ネット
ワーク価値」訴求へ 顧客グループ

「ガイド」「比較」「高額品オークション」を３つの柱に

生活関連
ネットワーク事業

顧客ニーズ

独自技術・サービス

ネットワーク
価値訴求へ

消費者がより
スマートに

欲しい情報に辿り着くための
ナビゲート機能の提供

比較・検索市場の創出

オークション機能

新規に追加



③ネット銀行設立に向けた
本格的準備

①ネット銀行設立（準備中）

②住友信託銀行との包括的な提携推進

③ネットとリアルの融合



住友信託銀行との多面的提携による事業展開

１． ネットとリアルの融合
（2005年1月17日発表）

２． 証券と銀行の融合（プライベート・バンキング部門）

３． 商品の共同開発・共同販売等

・イー・トレード証券が住友信託銀行の信託契約代理店・併営業務代理店となる

また、銀行法改正後早期に銀行代理店となる

・イー・トレード証券が住友信託銀行と証券仲介及び市場誘導ビジネスの

提携を行う

・住宅ローン商品の相互取次ぎ（ＳＢＩモーゲージ ＳＢＩﾓｰｹﾞｰｼﾞ・ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ）

・両グループが組成・運用する投資信託の相互提供（ＳＢＩアセットメネジメント）

・新たな投資信託の共同組成（モーニングスター）

・不動産仲介サービスのSBIグループ顧客への提供（ＳＢＩホールディングス）

・住信グループからSBIグループ顧客への預金・ローン・信託・不動産等の商品・
サービスと資産運用・資産管理・相続等のコンサルティングの提供

・SBI証券から住友信託銀行顧客への未上場株式組入商品等の提供



４．SBIグループビジョン



新生SBIグループ３つのビジョン

１．顧客価値を土台として、株主価値・人材価値との相乗
効果を働かせ企業価値の極大化を図る

２．株主価値を、現在のグループ内上場企業の時価総額
約1兆円から、3年後に3兆円、5年以内に5兆円とする

３．「強い企業」から「強くて尊敬される企業」を目指す

（２．グループ内上場企業＝SBIホールディングス及びその連結子会社、持分法適用会社）



2005年
4月26日現在

2006年
1月16日現在

SBIホールディングス ３，２２４億円 ８，０２１億円

イー・トレード証券 ３，８１０億円 １兆２，６９３億円

ファイナンス・オール １，０３５億円 １，７２５億円

SBI証券 ４７２億円 ９００億円

SBIパートナーズ （グループ外） １，１４６億円

モーニングスター １３５億円 ３０８億円

SBIベリトランス １８６億円 ２５８億円

ゼファー （グループ外） １，３５２億円

2兆6,406億円
2006年1月16日

８，８６２億円
2005年4月26日

現在のSBIグループ合算時価総額

極めて短期間に合算時価総額は大幅に拡大

1兆7,544億円増加



５．SBIグループ各社における

積極的株主還元



第３四半期連結業績において、既に過去最高であった前期通期
連結業績を大幅に上回る好業績を勘案し、前期比約43％増とな
る大幅増配を予定

① ＳＢＩホールディングス 今期の利益配当案

2006年3月期
（今期）

2005年3月期
（前期）

期末配当金 500円 350円

（1株につき）



② イー・トレード証券 今期の利益配当案

2006年3月期
（今期）

2005年3月期
（前期）

1株につき
（分割考慮後）

（分割考慮前） 1株につき

普通配当 1,600円 4,800円 1,500円

上場記念配当 － －

4,800円

800円

合計 1,600円 2,300円

普通株式1株につき、1,600円の普通配当を実施する予定。 （2006年2月
1日効力発生の1対3の株式分割考慮後。） 分割考慮前では4,800円と
なり、前期の2,300円（記念配当含む）から2倍以上の大幅増額配当とな
る。普通配当では前期比3倍以上。

※2006年2月1日をもって普通株式1株を3株に分割いたします。

×３

×３



前期比実質78％増となる大幅増配を予定

③ モーニングスター 今期の利益配当案

2005年12月期
（今期）

2004年12月期
（前期）

期末配当金 400円
450円

（分割考慮後225円）

（1株につき）

2006年1月19日発表

④ ＳＢＩベリトランス 株式分割実施
2006年1月23日発表

１対３の株式分割を発表

基準日：2006年3月31日

効力発生日：2006年4月1日



SBIグループの情報を
より詳しく、月3回
ホームページにて
配信中！

12月15日配信
子会社化・合併後の
戦略について－その1

12月4日配信
子会社化・合併について

12月27日配信
子会社化・合併後の
戦略について－その2

11月11日配信
中間決算を振り返って

11月24日配信
銀行業進出 -新たな事業戦略

3つのコアビジネスから
5つのコアビジネスへ



http://www.sbigroup.co.jp

http://www.etrade.ne.jp
http://www.sbi-sec.co.jp
http://www.financeall.jp
http://www.sbi-pts.co.jp
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